
SKYMENU 活用授業 実践レポート 

 

お名前 住本愛実 学校名 日置荘西小学校 

実施学年 2年 教  科 国語 

単元名 あったらいいな こんなもの 

≪学びを深めたいポイント≫ 

≪SKYMENU 活用のポイント≫ 

 

≪実践内容≫ 

 学習活動 SKYMENU 活用場面 活用のポイント 

導 

 

入 

前時までに 

・自分の「あったらいいな」を絵や

簡単な文章でノートに書く 

・友達に発表し、意見を交流する。

その中で、質問を出し合い、自分

の意見をより深める。 

 

教科書の例文を読んで「中」の部

分である詳しい説明の書き方を

知る。 

 

 

 

 

  

学習の構成上、前単元の文章のつくりと内容を複合して学習した。児童が文章を書く際の手掛かりとなるよ

うに、上段に構成、中段に例文、下段にメモ書きできるための付箋を配置し、児童らが文章を構成するため

のメモを簡単に作成できるようにした。発表ノートには2時間を要したが、１時間目の終わりに数人のノー

トを児童と共有することで、課題が改めて明確にとらえることのできた児童もいた。 

ねらい：文章の構成について考え、文章を書くための土台を作ることができるようにする 

    ほかの児童のメモを見て、自分の学習に反映させることで、学びを深める。 

・お手本を見ながら自分の文章について考えることができる 

・付箋を使用することで、既述の順序について容易に変更することができる。 

・はじめと終わりの文章も付箋に記述しておくことで、ひな形の文章を考える時間を短縮し、中をくわしく書くとい

う狙いに時間を充てることができる。 

 



展 

 

開 

自分の「あったらいいな」につい

てくわしく書く 

 

 

配布された発表ノートの付箋に箇条

書きで特徴や説明を書き込んでい

く。 

 

ま 

と 

め 

友だちの発表ノートを見ながら、

文章の構成のためのメモについ

て理解する 

 

 

 

 

教師の画面共有をつかって児童の

構成メモの良かった点を伝えながら

共有する 

 

 

≪実践を振り返って≫ 

・中の付箋を４枚にして配布した。もっと書きたい場合は付箋を増やす、あまりかけない場合は付箋を減ら

すなど、児童が自分たちで工夫しながらメモを作ることができていた。 

・文字の大きさや配置など、PC が勝手にやってくれるので、普段筆記が苦手で文章を書くことに取り組み

にくかったり、文章を考えることが苦手だったりする児童も積極的に思考錯誤しながら構成メモを作成する

ことができた。 

 

 

 


